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学 校 だ よ り

鴻巣市立鴻巣西中学校

鴻巣市大間１１６１番地

第６号 令和３年１０月１日

「秋は空 優雅に泳ぐ雲」 ～『夏休みの思い出』と『現代版枕草子』～

校 長 服部幸司
令和３年９月１９日(日)朝、埼玉新聞１２面の１面全てを

飾ったのは、本校１年生１６名の作文。けやき読者の声の欄

で「中学生特集『夏休みの思い出』」と題されたものです。

家族みんなで秩父に行った思い出（１の４男子生徒）に始

まり、中国に単身赴任中の父から届いた衝撃映像を見て、父

への思いが募る話（１の２男子生徒）、自分の誕生した本庄

市に行って、盲目の国学者である塙保己一に思いを馳せ、そ

の意志の強さに感じ入った話（１の４男子生徒）、吹奏楽部の一員としての自覚をもてたク

レアこうのす大ホールでの定期演奏会の話（１の１女子生徒）と、夏休みの思い出が、１年

生らしく実に明るく瑞々しく語られていました。

１６名の作文をよく読むと、「いつもと違う夏休み」を過ごしていたことが分かります。

お盆期間以外はほぼ毎日活動していた部活動も週２日、家族で出かけるのも近場、思い切り

はしゃげない、会話しながらの飲食ができない…等、変化に懸命に対応し、前向きに過ごそ

うとする意思、姿勢が伝わってきます。

この日の朝は、中学時代の同級生や退職された校長先生、教え子から「感謝の声」が届き
．．．．

ました。「埼玉新聞、読みました。一面まるごと、素晴らしい…」「生徒たちの素直な気持

ちが表現された作文に元気付けられました…」暗いニュースが多い中で、明るい話題に接し、

ほっとした気持ちになり、そのことを伝えられずにはいられなかったようです。

大人の心を 捉 えているのは１年生だけではありません。２年生の国語の授業では清少納
とら

言の『枕草子』を学習後、「各季節の一番よいもの」という視点で『現代版枕草子』を創り

ました。現在、生徒会活動室前に３０作品が美しく飾られ、どの作品にもドキッとさせられ

ていますが、ここでは女子生徒(２の５)の作品を紹介します。
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